o 全ロセンサー搭載 

1^1 1 ンヴーコン □ 

パ D ブパステー7：化 


品名： PA -69 B-R 
PA -69 巳丄 


取巧説明書 [wm 


C 

このたびはガステーブルをお求めいたださ 
まして、ありがとうございます。 

•正しく安全にお使いいただくために、ご使用前に 
この「取扱説明書」を必ず最初から順番にお読み 
いたださ、よく理解してくださるようお願いいた 
します。また、この「取扱説明書」をいつでもす 
ぐに取り出せるところに大切に保管しておいてく 
ださい。 

•この「取扱説明書」に書かれている内容外では 
ご使用にな5ないでください。 

• 「取扱説明書」を紛失された場合はお近くの当社 
までお問い合わせください。 


すべての方にもっと安/こ\して、もっと便利に、 
もっと笑顔で料理を楽しんでいただくために、 
ガスコン□が進化しました。 

安/こ\ (Safety ) 、便利 （ Support ) 、 

笑顔 （Smile) を約束する、賢い （intelligent) 
温度センサーをすべてのコン□に搭載した 
進化したスマートなコン □「Si センサーコン□」 
です。 



を< じ 

各 口 B のなまス . 

-1 

特長 . 

- 2 

必ずお守りください . 

- 3 

設置について . 

•13 

コン □/ グリルの使いかた••- 

•17 

「さ！5に安/こ、モード」について- 

•21 

点検とお手入れ . 

• 22 

乾電池の交換について • • • • 

• 26 

故障かな？と思った！5 • • • • 

• 26 

安全装置について . 

• 28 

保管とアフターヴービス • • • 

• 29 

イ±様 . 

裏表紙 


Paloma 










































各宜 B のなまス 

取扱説明書中の図は、 PA -69 巳 -R のご紹介となっております。 

PA -69 目丄 は、強乂カバーナ•高温炒めスイッチび左、標準バーナがちについています。 


グリル排気□カバー- 

溫度センサー- 

左コン □ - 

(標準バーナ） 

ごとく- 

操作つまみ(左コン □) - 

おし5せサイン- 

電池ケース- 

(1 ぺージ • ] 5 ぺージ) 

グリル扉- 

グリル取っ手- 



-グリル排気 □ 

-温度センサー 

-ちコン □ 

(強乂 カバー ナ) 

-トッププレート 

—高温炒めスイッチ 

一銘板 (ガス種の確認) 

一操作つまみ（グリル) 
操作つまみ(ちコン □) 


焼 網 


グリル水入れ皿 


パーナ部拡大図 



(立消えち全装置) 


ごほ用前に電池ケースを確認 


電池ケースにはアルカリ 
乾電池（単1お 1.5 V 2個） 

があ!5かじめセツトされて 
いますので、絶縁シートを 
取りはずしてか!5ご使用 
<ださい。 

一【取りはずしかた】- 

機器本体を浮かないように 
押さえ、絶縁シートの端を 
しっかり持ち、上ち向へ 
引さ抜いてください。 





※絶縁シートび残った状態では点火しません。 
必ず取りはずしてからご使用ください。 



















































































巧長 


コン□部（標準パーナ•強义カパーナ）の主な特長 


■省エネルギー高効率コン□バーナ 

(標準バーナ、強乂カバーナ） 

従来のコン□に比べ、受け皿びなく、お手入れ 
しやすいバーナです。また、熱効率び大幅に向 
上していますのでガス代を節約でさます。 


■回転式連続スパーク点义 

(標準バーナ、強火カバーナ） 

操作つまみを押し回すと、パチパチと連続スパー 
クし、より確実な点火を実施します。 


■立消えを全装置 

(標準バーナ、強火カバーナ） 

風や煮こぼれなどで炎び消えたときに自動的に 
ガスを止めます。 


■天ぷ5油過熱防止機能 

(標準バーナ、強火カバーナ） 

調理油の過熱を防止するために、温度センサー 
び消乂温度になると自動的にガスを止め消火し 
ます。 


■焦げつさ消乂機能 

(標準バーナ、強乂カバーナ） 

煮物などの調理時になべ底び焦げつさはじめる 
と自動的にガスを止め消乂します。（なべの材 
質、調理物の種類、火力によって焦げの程度は 
異なります。） 


■消し忘れ消义機能 

(標準バーナ、強火カバーナ） 

万一の消し忘れのために、点火後、コン□は 
約120分で自動消乂します。 


「さ5に安/こ、モード」 （21 ページ） 

^自動消乂するまでの時間を3日分に 
変更することもできます。 


■異常過熱防止機能（早切れ防止機能） 

(標準バーナ、強火カバーナ） 

炒めちの調理-焼さちの調理など比較的温度の 
高い調理や、なべのから焼さをしたとさに、 
弱乂な強火と火力を自動調節し、なべなどの 
異常過熱を防止します。この状態び約30分続い 
た場合、または弱乂状態でち温度センサーび要 
に高い温度になった場合は自動消乂します。 


「さ!5に安,こ、モード」 （2 1ぺージ） 

^高温での調理び続いた場合、約30分で 
自動消火する設定を約1日分に変更する 
ことをでさます。 


■高温げめ機能 

(強乂カバーナのみ） 

煎りちの料理など高温び必要な調理の場合には、 
高温炒め機能をご使用ください。 

高温炒め機能をご使用時ち異常過熱防止機能び 
はたらさ、高温になり過ぎたとさや、約3日分を 
過ぎたとさは自動消火します。 


U ル部の主な特長 


■回転式連続スパーク点义 

操作つまみを押し回すと、パチパチと連続スパー 
クし、より確実な点乂を実施します。 

■立消えを全装置 

炎が消えたとさに自動的にガスを止めます。 


■消し忘れ消义機能 

万一の消し忘れのために、グリルは約22分で 
自動消乂します。 

■フレームトラップ【グリル排気□遮炎装置】 

万ーグリル庫内で炎び上がってち、フレ-ムト 
ラップびグリル排気□より炎びあ/れ出すのを 
抑制し、火災を未然に防ざます。 


※操作つまみの戻し忘れのお知！5せについて 

安全装置びはたらさ自動消乂した場合は、操作つまみを「止」の位置に戻し、消火操作をしてください。 
そのまま操作つまみを戻し忘れると、1分毎に"ピー-ピー-ピー"と3回ブヴーび鳴りお知らせします。 


2 











型式名 

LP ガスガス消費量 
製造年•月-製造ま号製造事業ち名 

型式名 都市ガス用 
ガス グループ ガス消費量 
製造年•月-製造き号製造事業ち名 


〇 


ま全に正し < おほいいただ < ために 

!»ずお守り<だをい 


製品を正し<お使いいただ<ためや、あなたや他の人々への危害や財唐への損害を未然に防止するために 
この取扱説明書および製品への表示では、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のように 
なっています。内容をよく理解してか!5本文をお読みください。 


AJS 巧 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、または 
乂災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、または 
火災の可能性び想定される内容を示しています。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性や物的損害のみ 
の発生び想定される内容を示しています。 


絵表示について次の 
ような意味びあります。 


S) ® A ® 座な © 


A ち巧 


一般的な 

禁止 


乂気禁止 


一般的な 

注意 


分解禁止発乂注意必ず行う換気必要 


■ガス漏れ時使用厳禁 

ガス漏れに気付いたとさはガス事業者（供給業者）の処 
置び終わるまでの間、絶対に乂を付けたり電気器具（換 
気扇その他）のスイッチの入•切や電源プラグの抜さ差 
しおよび周辺で電話を使用しないで<ださい。炎や乂花 
で引乂し、爆発事故を起こすことびあります。 


① すぐに使用をやめ、ガス栓を閉める。 

(つまみのないガス栓の場合はガス 
栓から接続具をはずす） 

② 窓や戸を開け、ガスを外へ出す。 

③ お近くのガス事業者（供給業者） 

に連絡する。 











〇 


么警告 


■絶対に改造-分解は行わない 

改造-分解は不完全燃焼による一酸化炭素中毒やガス漏れ 
などの思わめ事故や故障、火災の原因になります。 


感， 
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A 警告 


■义をつけたまま機器か 6 絶対に離れ 
ない、就寝、外出をしない 

料理中のをのび焦げたり燃えたりして火災の 
原因になります。とくに天ぷら、揚げものを 
しているとさは注意してください。グ IJ ルを 
消し忘れると調理中のをのに火びつくことび 
ありますので注意してください。 



■異常時.緊急時の処置 


①点火しない場合または、使用中に異常な燃焼、 
臭気、異常音を感じた場合、使用途中で消火し 
た場合、地震、火災など緊急の場合はただちに 
使用を中止し、ガス栓を閉じる。 

(つまみのないガス栓の場合はガス栓か!5接続 
具をはずす。） 

③「故障かな？と思った!5」に従い処置する。 

③上記の処置をしてち直!5ない場合は使用を中止 
しお買い上げの販売店かお近<の当社まで連絡 



■機器の上や周囲には可燃物や引乂物 
を置かない、近づけない 

ペットボトル、調理油などは乂災の原因にな 
ります。また、スプレー吿やカセットコン □ 
用ボンベなどは、熱でスプレー吿内の圧力び 
上がりスプレー吿び爆発するおそれびありま 
す。 

•機器の下に新聞紙やビニールシートなどの 
可燃物を敷かないで<ださい。また、電源 
コードを通さないで<ださい。火災の原因 
になります。 


■グリル排気□の上にタオル、ふさん、 
なべなどをのせたり、アルミはくで 



■当社の純正部品を使用ずる 


■使用中、使用直後の 
持ち運び禁止 

火びついたまま持ち運ばない 
で<ださい。乂災、やけどの 
原因となります。 

また、コン□上の調理物など 
び倒れてやけどをするおそれ 
びあります。 



■市販の補助具を使用しない 


市販の補助具（省エネ性をラたった補助具、市 
販のアル S はく製しる受け皿、焼網など）を使 
用しないで<ださい。一酸化炭素中毒や、異常 
燃焼、点火不良のおそれびあります。 

また、温度センサーびはたらき消火したり、卜 
ッププレートやごとくの変色、変形の原因にち 
なります。 




省エネごとく 


アルミはく製 
しる受け皿 


载 Q 

焼網 


■機器の周囲では引义のおそれのある 
ものを使用しない 


補修用性能部品および補助員は当社の純正部品 
1^|外は使わないでください。それ外のをのを 
使用した場合の機器の故障、事故については、 
当社では責任を負いかねます。 



スプレー、ガソ IJ ン、ベンジンなどは、引火し 
て乂災のおそれびあります。 





















































必ずお守り < だをい 


^么警告 


■点乂操作、消义操作をした 
ときは必ず炎を確認ずる。 
また、使用後は機器のガス 
检を閉じる 



■コン□を覆うような大きな鉄板類や 
なべは使わない 

不完全燃焼や機器の異常過熱、ごと <の変形、 
トッププレートの損傷の原因になります。 


■ガスコードを使用ずる場合は、 
スリムプラグおぶびガスコードの 
取扱説明書に従って正しく接続ずる 


「設置について」の「ガスコード接続の場合」 
を参照してください。間違った接続はガス漏れ 
の原因になります。 


器具用 

ホース エンド ス U ムプラグ 


〇 

ガスコード 


平 D 争 

L 赤い線 



■トッププレートに衝撃を加えない 
トッププレートの上に柔5ない 


トッププレートび破損し、異常過熱や 
火災の原因になります。 

破損したとさは、すぐに ^ 

修理を依頼してください。 ノ 


S) 



■ガス接続 

①継ぎ足しや二又分岐は絶対にしない 
⑥機器の上や下を通さない 

③ 高温部に触れない。 

また、他の熱源などの高温部に触れ 
ない 

④ 巧れ、ねじれ、引っ張りなどのない 
よ5にする 


■ガス用ゴム管（ソフトコード）を 
使用ずる場合は、検査合格 マーク ま 
たは JIS マークの入つているものを 
使用し、赤線まで差し込んでゴム管 
止めでしっかり止める 


ガス用ゴム管、ガスコード外は耐义性に欠け 
ガス漏れの原因になります。 


ゴム 管 止め 



■ゴム管はときどき点検して取り 
替える 

ちくなるとひび割れや差し込み□びゆるくなって5 
ガス漏れの原因になります。 


使用時は周囲び高温になりゴム管びとけてガス 





だ) 


〇 



〇 


ゴム管（またはガスコード）をホースクリップ 
で固定してください。 （14 ページ） 

■接続□に巧れやごみがないように 
ずる A 

ガス漏れの原因になります。 


■脂の出る料理には、焼網の上や下に 
アルミはくを敷かない 

アル5はくの上に脂びたまり、発火する原因に 
なります。 



〇 
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5 
















































































































^么警告-- 

■グリル庫内に食品くずやふきんがな 
いようにずる。またグリル扉にはさ 
んだまま使用しない II 


使用中に燃えることびあります。使用前に庫内 
を点検してください。 

* 取り除く際はケガをしないように注意してく 



■グリルを使用ずる時は、グリル水入 
れ皿に必ず所定の水量（約200 mG ) 
の水を入れ、使用中は常に水のある 
状態を保つ。グリル使用後は必ずお 
手入れずる 

グ IJ ル水入れ皿にたまった脂や、調理物び 
燃えて火災のおそれびあります。 


■グリル水入れ皿に水];!外のものは 
入れない 

機器の損傷や、たまった脂び過熱され燃えて 
乂災の原因になります。また、グ IJ ル水入れ 
皿が異常に過熱されて膨張し、出し入れする 
際にグリル庫内に擦れて重く感じたり、ホー 
□-を傷めることびあります。 






、广 注意^ 




■ガス事故防止（換気にミ主意） ■調理外の用途には使わない 


閉めさった部屋で長時間使用しないで、使用中 
は窓を開けるか換気扇を回してください。 一酸 

化炭素中毒の原因になります。また、ス I -ーブ 
など他の燃焼機器を長時間使用している部屋で 
お使いの場合は、点乂しにくかったり、正常に 
燃焼しない場合びあります。 

* 自然排気式給湯器および風呂蓋を同時に使用 
する場合は、換気扇を回さず窓などを開けて 
換気してください。換気扇を回すと自然排気 
式給湯器および風呂蓋の排気ガスび屋内に流 
れ込むおそれびあります。 



過熱-異常燃焼による機器焼損や火災の原因 
になります。 


■巧類（ふきんなど）の乾燥などに 
使用しない 


衣類（ふさんなど）び落下して火災の原因に 
なります。 



■幼児や小さな子供に触5せない 

思わめ事故の原因になります。 


Q 














































































必ずお巧 0< だをい 


ミ主意 




■使用中や使用直後は操作部];!外は 
触5ない 


機器本体とその周辺および調理道具び 
熱くなるため、やけどをするおそれび 
あります。 

* 特に小さなお子 
さまびいる家庭 
では注意してく 
ださい。 



S) 


© 




取っ手つまみ 


■ごとくをはずして使用しない 


なべなどを直接コン□において使用しないで 
ください。不完全燃焼や機器焼損のおそれび 
あ0ます。 



Q 



■使用中はコン□の奥へ手をのばした 
り、身体の一部や巧服を炎-バーナ • 
グリル排気□に近づけない 


袖やエプ□ンなど衣服に着乂したり、 
熱によるやけどのおそれびあります。 
なべを動かすとさや、温度センサーび 
作動し炎の大ささび自動的に弱乂から 
強火へ変化する場合に炎びなべ底から 
あ店^れることびあるため注意してくだ 
さい。 


Q 


■点乂操作時や使用中は 
バーナ付近に触れたり、 
顔を近づけたりしない 

衣服に炎び移ったり、熱や 
炎でやけどをするおそれび 
あります。 



■やかん、なべなどの大きさに合わせ 
て义力を調節ずる 

火力び強すざると、やけどのおそれやなべなど 
の取っ手び破損する原因になります。 


■片手なベ-底が凹んだなべ-丸い 
なべ-底がずベりやずいなべ•径 
のルさいなべなどは不を定な状態 
で使用しない 



■点乂操作をしても点乂しない場合は 
操作つまみを戻して、周囲のガスが 
なくなってか5再度点义操作をずる 

すぐに点乂操作をすると、周囲のガスに 
点火して、衣服に燃え移ったり、やけど 
をするおそれびあります。 



■この機器の点义装置外の方法では 
点火しない 

やけどをするおそれびあります。 




S) 


■中華なベなどの底の丸いなべは、 
取っ手を持ちなが5使用ずる 


不安定な状態で使用すると、なべび 
傾いて調理物び体にかかるなどして 
やけどの原因になります。 



■片手なベやフライパンなど、重/ i > が 
片畜ったなべは不ま定な状態にな5 
ないよう、取っ手をごとくのツメ 
方向に合わせる 

取っ手を持って使用する、 

取っ手を機器の前面から 
はみ出さないよラに向けて 
置<など、安定した状態で 

使用してください。 た I 丄， 

向きを合わせる 



苗 





















































么注意 


■みそ汁などを温めなおずとさは义力 
を弱めにして、よくかき混ぜなが5 
温める 


強火で急に温め直すとなべ底に沈んだみそび 
突然噴さ上がり（突沸現象）、みそ汁などび 
飛び散ったり、なべびはね上がってひっくり 
返ることびあります。特に、だし入り 
豆みそ（赤みそなど）にを意して 
ください。 


〇 



【突沸現象について】 

突沸現象とは、突然に沸騰する現象です。水、牛 
乳、豆乳、酒、みそ汁、コーヒーなどの液体を温 
めるとさに、ささいなさっかけ（容器をゆする、 
塩、砂糖などを入れる）で生じます。直火でこれ 
らを温めるときにも起きることびあります。 

この現象び調理中に起さると、なべびはねあびっ 
たり、高温の液体び飛び散るため、やけどやケガ 
をするおそれびあります。これらの予防法として 
次の点にごを意ください。 

•カレー、 S —トソースなどのとろみのある料理 
やみそ汁などの汁物の温めは弱火でかさ還ぜな 
びら加熱する。（強火で急に加熱しない。） 
•熱々の汁物に塩、砂糖などの調味料を入れる場 
合は、少しさましてから行う。 

•鍋の大ささにあった火力で加熱する。 


■窓か5吹き込む風や;令暖房機器の風、 
扇風機の風などを機器にあてない 


機器焼損や作動不良の原因になります。 




I 水平でを定したところに設置ずる 

機器び傾いていると、調理中の鍋などが滑り落 
ちて、やけどやけびをするおそれがあります。 
また事故や故障の原因になります。 
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■グリル扉に重いものを乗せたり、 
強い力を加えたりしない 


グリル扉びはずれ、ケガや機器破損の 
原因になります。 




■排気□にミ主意 

グリル使用中はグリル排気□に手や顔を近付 
けたりなべの取っ手等を向けたりしないでく 
ださい。高温の排気熱び出ているため、やけ 
どや取っ手び破損をするおそれびあります。 



QI 


■グリル使用時は魚を焼さずぎない 

魚に火びつさ機器焼損の原因になります。 

■万一、グリル使用中に調理物や脂に 
义がついたときは、操作つまみを回 
して消义状態にし、乂が完全に消え 
るまでグリルを引き出さない 

炎びあ店^れ出して、火災ややけどを I 〇 
するおそれがあります。 

* 消乂後、点検を依頼してください。 


■魚を裏返ずときなどは、手や . 

腕がグリル扉やガラスに触れ / i \ 
ないようにミ主意ずる 

やけどをする 
おそれびあり 
ます。 



I グリル使用中はグリル扉を 
開けたままにしない 

あ店\れた熱気により、トッププレートや 
つまみび過熱され 
やけどや変色- 
変形の原因(しなり 
ます。 


0 
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必ずお守り < だをい 


广 A ミ主意-- 

■グリル水入れ皿を持ち運びずる際 I 
は、中の水びこぼれないよラにま意 I 
す3 

使用中、使用直後は水び高温になっているため 
やけどをするおそれびあります。 I 

Q 




■熱<なったグリル扉ガラスに衝撃 
を加えたり（グリル扉の落下も含 
む）夺ズをつけたりしない 
また、使用中や使用直後に水をか 
けない 


ガラスび割れてやけどやケガをする 
原因になります。 





■グリル水入れ皿を勢いよく出し入れ 
しない 


■点検-お手入れの際は必ず手袋を 
して巧う 


ゆっくり出し入れしてください。使用中、使用 
直後に勢いよく引さ出すと水び高温になってい 
るためやけどをするおそれびあります。 


手袋をしないでお手入れすると機器の突起物 
などでけがをすることびあります。 



■グリル使用中、使用直後にグリル扉 
を開けた状態でコン□操作をしない 


熱<なったグリル扉に手が触れてやけどをする 
おそれびあります。 



■バーナ夺ャップを水洗いしたときは 
水気を十分ふき取る 

水滴びバーナに落ちて目づまりし、点火不良 
になることびあります。 



■鶏肉などの脂のをい食材を焼くとき 
はミ主意ずる 



飛び散った脂に引火してグリル庫内で 
調理物び発火するおそれびあります。 
焼さ具合を見ながら火力を調節して 
<ださい。 
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■グリル庫内や本体内部をお手入れ 
ずる際は各部品の突起物等にミ主意 
ずる 


力強<当たった場合、手をけびする 
ことびあります。 



苗 


























































-おねがい- 

■この製品は家庭用ですので業務用のよラな使用をすると機器の寿命び著しく短くなります。この場合の 
修理は保証期間内でを有償となります。 

■使用中ちとさどさ正常に燃焼していることを確認してください。 

■燃焼中、ガス栓を操作しての消火はしないでください。 

■初めて使うとさやしばらく使わなかったとさなど点火しにくい場合びあります。ゴム管内に空気び入って 
いるためです。繰り返し点火操作してください。 

■ トッププレートの手前を強い力で押さえないでください。トッププレートび浮さ上がることびあります。 

■機器を取り替えた場合、旧機器は専門の業者に処理を依頼してください。ちし、お客様で旧機器の処理を 
する場合、乾電池を使用している機器は、乾電池を取り外してから正規の処理を行ってください。 

■ トッププレートの上で IH ジャー炊飯器、卓上型 IH クッキングヒーターなど電磁誘導加熱の調理機器を使わ 
ないでください。磁力線により機器び故障する原因になります。 
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必ずお守り < だをい 


温度センサーを正し<作動させるためにがずお守り<ださい 


この製品は全てのコン□に温度センサーびついています C 


温度センサー 


A 警告-: 



■义をつけたまま機器か5絶対に離れない、就寝、が出をしない 

料理中のをのび焦げたり燃えたりして火災の原因になります。 

とくに天ぷら、揚げをのをしているとさは注意してください。 


■高温げめ機能を使用中は揚げもの調理をしない 

高温炒め機能は、天ぷら油過熱防止機能の消火温度び高くなっていますので、調理油び 
過熱され発火のおそれびあります。（高温炒め機能- -18 ページ参照） 


〇 


■温度センサーの上面となべ底やフライパンの底などが密着していないとさは、 
使用しない 

温度センサーびなべ底やフライパンの底などの温度を正しく検知でさずに発乂や途中消火、機器焼損の 
原因になります。なべ底と温度センサーの間には隙間や異物びないようにしてください。また、安定性 
の悪いなべは使用しないでください。なべの重さは調理物を含め3日上び必要です。 


3 


300呂 W 上 




〇 


リ 


諸；温度センサ-' 



なべ底が凸凹 傾き 



〇 


■なべ底やフライパンの底などについた異物や著しい巧れ-焦げなどは取り除< 

なべ底やフライパンの底に異物や巧れ-焦げなどび付着したまま使用すると、温度センサーびなべ底 
やフライパンの底などの温度を正しく検知でさず、発火や途中消火、機器焼損の原因になります。 


7^油巧れ、焦げ、さび巧れ、_異物などの付着 




■揚げもの調理は食材全体が十分につかるまで調理油（必ず200 mGlU 上）を入 
れて巧う 

調理油の量び少なかったり、減ってきたりすると、温度センサーびはたらかず、発火するおそれびあり 
ます。特にフライパンなどの底び広いなべで揚げちの調理をする際は、食材全体び調理油に十分につか 
つていないと発火するおそれびあります。 


食材 



調理油/ 


食材全体び十分につかるまで 


〇 

200 m 化ソ上の 
油を入れる 























































A 警告 


■をず食材をなベの底面中央に密着させた状態で揚げもの調理をしない 

なべの底面中央（温度センサーの接触位置）に冷凍食材び密着した状態で揚げをの調理をすると、 
温度センサーびなべ底の温度を正しく検知しないため、発乂するおそれびあります。 

食材は中央部を避けて置いてください。 




調理油- 
冷凍食材 






冷凍食材をなベの底面中央（温度センサーの接触位置）に密着させない 


Q 


■複数回使用した調理油で揚げもの調理をしない 

0 I 

何回を使用して茶褐色に変色した調理油、にごった調理油、揚げカスなどび 
沈んだまま残っている調理油は使用しないでください。 

発火び起こりやすくなる場合びあります。 


■揚げずぎない 

0 

豆腐などの水分の多いちのや、衣つさのコ□ッケなどの破裂しやすいをのは 
特に注意してください。 

揚げすざると油び飛び散り、発火ややけどのおそれびあります。 



■耐熱ガラス容器、±なべなど、熱が 
伝わりにくいちので揚げちの調理は 
しない 

天ぷら油過熱防止機能び働かず、発火すること 
びあります。 



耐熱ガラスなベ±なべ 圧力なベ 





A 注意 


打ち出しなべ 丸底中華なベ 


■温度センサーに強いショックを加えたり、夺ズをつけない 

なべ底に温度センサーび密着しなくなり、調理油び発火する場合び 
あります。また、温度センサーび故障すると温度センサーび作動し 
ない場合びあります。 


〇 





■温度センサーがスムーズに上下に動<か確認ずる 

また温度センサーとなべ底の密着ずる部分はいつも清潔にしておく 

コン□を使用していないとさに、なべなどをごとくの上に乗せておいてち 
温度センサーに支障はありません。しかし、巧れび付着したり、動さび悪 
いと温度センサーびなべ底の温度を正しく感知でさず、調理油の発火の原 
因になります。お手入れしてち温度センサーの動きび悪いときはお買い上 
げの販売店かお近くの当社までご連絡ください。 


〇 
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設置について 


■準備と確認 

•箱から機器を取り出し、あて紙や捆包部材やテープを取り除く。 

•ご家庭のガスの種類と機器の銘板に表示されているガスの種類び合っているか確かめる。 
合っていない場合は設置をやめて、お買い上げの販売店かお近<のガス事業者まで連絡する。 

■設置場所と周囲の防义巧置 

一酸化炭素中毒や乂災、やけどの原因となりまずので正しく設置してください。 

* 防乂措置は各地の火災予防条例に従って行って<ださい。 


一么警告^^-- 

下記の条件を満たしている場所をお選び < ださい。 

* 設置後に、機器の周囲の改装（吊り戸棚をつけるなど）を行う場合も設置基準をお守りください。 


•風が吹き込まない 
•水や熱びかか！5ない 
参換気が良い 

•上に照明器具などの樹脂製品びない 


•水平で安定している 
•落下物の危険がない 
•上に湯沸器がない 
•周囲に可燃物びない 



周囲に可燃物 （木製などの可燃性の壁、ステンレス板や 
薄いタイルなどの不燃材を可燃性の壁に直接貼り付け 
た壁、たななど） のある場合 

•トッププレートより上の側面および後面は1日 cm 
iU 上、上部はトッププレート上面より lOOcmi ；^ 上 
離す 

•上記の離隔距離びとれない場合は、防熱板を取り 
付ける 



■防熱板について 


別売の防熱板 A 、 目、じまたは金属1^^外の厚さ3のの1^(上の不燃材を図のように取り付けてください。 
* 防熱板 A ， 目は、壁とトッププレートとの隙間び2日 mm 必要で、取り付けち法は壁にネジ止めとな 
ります。 


•側面-背面 


>上方 



防熱板 B 


15 cm 
切上 



80 cm 

W 上 

〇 


〇 〇 

— 


不燃材 


♦流し台などの側面 

防熱板 C 


15 cm 
W 上 


ぺぶし n / .卜 J 

^ 4:p 心 


〇 


Icmli (上 

トッププレート面び低いとさ 


■強乂カバーナ側の防乂措置 

可燃性の調理台-流し台などび、トッププレートと 
同じ高さまたは低い場合でち強火カバーナ側を密着 
設置する場合は図のように保護してください。 


3.已 cm 


強乂カバーナ上 

[ - 7 _- ] 

3 .bcm じ i 上, 1 IK 


日〜3.己 cm 

の口 


ステンレス板、アルミ板 
( O.Smmlil 上） 
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ゴム管ち続の場合 


く用意するもの> 

• 09.5 mm ガス用ゴム管（新品）1本（市販品) 

/都市ガス用と LP ガス用びあります。 、 

I お使いのガスに合わせてお選びください 。 J 

•コム管止め2個（市販品） 


ガス栓側 



① ゴム管を機器に触れないように適切な長さに切る 

② 両方のゴム管□の赤い線までゴム管を差し込みゴム管止めで止める 

③ 機器の下側を通したり、高温になる部分に触れないようにホースク U ップでゴム管を固定する 

(下記の「ホースク U ップについて」を参照し、固定してください。） 

④ ガス栓を開け接続部からガスの臭いびしないことを確かめ、ガス栓を閉める 


■ホースク U ップについて 

安全にご使用いただくために、ゴム管（またはガスコード）を接続する際には、ゴム管（またはガスコード）を 
機器の下側を通したり、高温になる部分に触れないように"ホースク U ップ"で2か所固定してください。 


♦ホースク U ップにゴム管（また 
はガスコード）を入れてセット 
し、ホースク IJ ップの先をねじ 
るように交差させて固定してく 
ださい。 



刀ス J — HS 続のお百 

* ガスコードを接続する場合は、ガス栓側びコンセントになって 
いないと接続でさません。 

従来のガス栓で使用する場合は、市販のガス栓用プラグび必要です。 


く用意するちの> 

♦器具用スリムプラグ（市販品) 
•ガスコード（市販品） 


ガス機器側の接続 


① 下図のように、まず器具用スリムプラグを機器のゴム管差し込み□に取り付ける 

② 次にガスコードの器具用ソケットを器具用スリムプラグに"カチッ"と音びするまで差し込む 
(器具用スリムプラグに同捆してある取扱説明書に従ってください。） 


器具ゴム管差し込み □ 器具用スリムプラグ 


器具用ソケッ 


nno ィ 

こホい線 





スコー ド 


ガスを側の接続 


(ガス栓びガステーブ j レ用であることを確認してください。） 


①ガスをを開けるとき 

コンセント継手をカチッ"と 
音びするまで確実に差し込む 



② ガス检を閉めるとき 

コンセント継手のすべり 
リング（白色）を手前に引く 



•コンセント継手を差し込むとガス栓が開きます。 •コンセント継手がはずれるとガス栓が閉まります。 


ンセントについて 


r ガスコンセント」は、ガスコード等を取り付けると自動的に開栓し、取りはずすと自動的に閉栓します。 


•フタを開ける 

フタのち端を 
押す 





•取り付ける 


カチッ"と音びする 
まで差し込む 



ソケツ 


参取りはずす 

ち端にあるフタ 
を押す 
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設置について 


■部品のセット 

•図は、強乂カバーナびち側、標準バーナ 
び左側(左側壁設置)の機器のご紹介となつ 
ております。 


一、 ■ J J レ 

排気ロカバー 

ちりや煮こぼれの 
落下を防ぎます。 


- A 警告一 

標準 バーナ 側を 
壁側に設置ずる 


* 壁側の火災を防止する 
ためです。 


〇 


バーナキャップ 


■巧電池のセット 

(アルカリ 乾電池単1形 1.5 V 2個） 

付属の乾電池はあらかじめ電池ケース 
にセットされています。絶縁シートを 
取り外してください。 (1 ページ） 

■巧電池の交換方法 



①電池ケースの 
ツメを上げ 
なびら手前に 
引< 



②乾電池の©側を 
手前にして入れる 


ツメ 



③電池ケースを 
奥までしっかり 
入れる 

\カチ 



r — A ミ主意 


■乾電池は巧電-分解-加熱したり、乂の中に投入しない 

乾電池び破裂し、手や衣服などを巧すだけでな<、目などに入ると大変危険です。 


0 


おねがい 


•電池ケースに水などの異物び入った場合は、乾電池の接触不良の原因となるため、而さ取って 
されいにしてください。 

参乾電池の挿入ち向を間違えないでください。また、新しい乾電池とちい乾電池、または違う 
種類の乾電池を混ぜて使わないでください。 

•乾電池は必ず2個とち同種類の新品のアルカリ乾電池をご使用ください。 

マンガン乾電池を使用の場合は寿命び短くなります。 

参乾電池の寿命は通常の使いかたで約1年です。 

未使用の乾電池でち「使用推奨期限（月一年）」を過ぎている場合は放電により寿命び短< 
なります。また、付属の乾電池は工場出荷時に納められたちので、自己放電のため寿命び短く 
なっている場合びあります。 


已 




































バーナキヤップのセット- 

バーナキャップ上面の凸部の 「 A 」 マークを奥側にし、 
突起を正面のくぼみにあわせてセツトずる 


参強火カバーナ用のバーナキャップは、手前に 「 H 」 マークを 
表示しています D 

* 標準バーナ用と強火カバーナ用 （「 H 」 マーク付）では 
形状び異なりますので、取り付け間違いしないよラ注意 
して < ださい。 


A 警告 


浮き-傾きのないように正しく 
セツトずる ^ 

-不完全匪ゃ銭の ^ 
原因になります。 、 I す 


【正面か！5見た図】 

「 A 」 マー ク 


「川 マー ク 
(強乂カバーナ用のみ) 



突起 


炎検出部 


<ぼみ 


ごと<のセット 


①切り欠きを奥に向け、左側の切り欠きを、 
バーナキャップの凸部の 
「 A 」 マークに 合わせる 


※左側の切り欠きを 
合わせる 

合せる切り欠さの 
位置を間違えない 
ようにを意する 


A 注意 



⑨裏面の突起 （3 か所）を 

トッププレートの差し込み穴に 
はまるようにセツトずる 


「 A 」 マー ク 



突起 


浮き-傾きのないように正しくセットずる 

^ごとくの裏側の突起部をトッププレートの差し込み穴にしっかりはめ込み、浮さ-傾さのないよラに 
セットしてください。ごとくび浮いたまま使用すると不完全燃焼や火災、故障の原因になります。 


【正しいセット】 


浮さ-傾さなし 
大さく動くことはありません。 


【誤ったセット】 



0 


浮さ-傾さあり 
少しの力で大さく動いてしまいます。 
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コン □/ グリルのほいかた 

I W コン□を使う前に 


おねがい 

•なべに付いた水滴はふさ取ってからごとくにのせてください。余分な熱び必要になるラえ、水滴び 
バーナに落ちて目づまりし、点乂不良になることちあります。 

•なべをごとくにのせてから点火したほうびより点火び確実になります。 

•煮こぼれにを意してください。機器の内部に浸入しますと機器故障の原因になります。また、 

トッププレート、ごとく、バーナなどに煮こぼれび焼きついたりして、機器を早くいためます。 
♦焦げつさ消火機能び付いていてを調理によってはひどく焦げついてしまラ場合びあります。 

焦げつさやすい調理の場合、弱火（最弱火力）でようすを見ながら調理して<ださい。 

《焦げつさやすい調理の例》水分び少な<、調味料び多い調理-カレーやシチューの再加熱 
•揚げをの調理は標準バーナの使用をおすすめします。 


■温度センサーを正し<作動をせるためにお守り<だをい 

特に揚げちの調理時にお守りいただけなければ、調理油の過熱による発火を防止でさないことびあります。 



揚げちの調埋時は、200 me な上の油を入れる 

なべの重さは、食巧を含んで300 giu 上を目安とする 

※重さはなべや取っ手の形状により異なります。 

なべ底の中ぶ1を、温度センサーの上面に密着させる 

※なべ底の中/こ\と温度センサーの上面び密着していない 
とさは使用しないでください。 



調理に適したなべを 選ぶ （下表） 〇 :適する X :適さない 


なべなどの種類 

油調理 

その他の 

調理 

(煮物など） 

備考 

揚げもの 

炒めらの 

通^©巧曾 

ホー□-ステンレスなべアルミ.無水なベ 
なべ （多層を含む）鉄なベ 

〇 

〇 

〇 

温度センサーに適しています。 

アルミ•鉄-ステンレス(多層を含む） 

フライパン 平底中華なベ 

〇 

〇 

〇 

炒めちの調理時フライパンを返す動 
作を何度ち行い、温度センサーとな 
ベ底び密着していない時間び長くな 
ると、途中消乂することびあります。 

天ぷらなべ 

〇 


/ 

揚げちの調理外の調理には適して 
いません。 

巧が0- 

耐熱ガラスなベ±なべ 圧力なベ 

X 

〇 

(ただし、消义する 
場合びあります） 

〇 

(ただし、消义する 
場合びあります） 

揚げちの調理には適していません。 
発火することびありますので、使用 
しないで < ださい。 

打ち出しなべ 丸底中華なベ 

X 

〇 

〇 

揚げちの調理には適していません。 
揚げちの調理外の調理は、なべ底 
の中/こ\と温度センサーの上面び密着 
していることを確かめてください。 

獻焼網 



X 

消乂したり、トッププレートやごと 
くの変色等の原因になります。 
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使用中、自動的に弱义になったとまは^【異常過熱防止機能】び働いていまず 


炒めちの調理•焼さもの調理など比較的温度の高い調理や、なべのから焼さをしたとさに、弱火^強火と 
火力を自動調節し、なべなどの異常過熱を防止する機能です。この状態が約30分続いた場合、または弱火 
状態でも温度センサーが更に高い温度になった場合は自動消火します。 

•から焼さなどでなべの温度び急速に上昇すると、安全のため加熱途中でち乂力をいったん弱くし、 
異常高温に達しないよラ火力を自動制御します。 

※最初に弱火になったとさ、ブヴーび"ピッ"と]回鳴ってお知らせします。 

•なべの温度び安全な温度まで下びると再び強乂（ちとの乂力）に戻ります。 

* 故障ではありません。 

* 自動的に炎の大ささび弱火から強火へ変化します。やけどのおそれびあるため、顔や手や衣服を 
炎-バーナ付近には近づけないよラにを意してください。 

* 自動消火した場合は、なべなどび相当熱くなっていますので、やけどなどにを意してください。 

* 再使用する場合は、操作つまみを消火位置まで戻し、少し時間をおいてから点火操作をして<ださい。 

さ6に巧ぶ、モード . 

:コン□の異常過熱防止機能（高温での調理び続いた場合、自動消火する機能）び働いた場合、： 

:自動消火するまでの時間を1日分に変更することをでさます。（初期設定は30分です） : 

；詳しくは「さらに安/こ\モード」について （21 ページ）を参照ください。 ： 



【ワンポイント】 

炒めものなどの調理をする場合には、先になベを加熱し、ブザーが"ピッ"と1回鳴り、 
自動的に弱乂になったとさが具材の入れ頃です。 


煎りちのなど、さ6に高温になる調理には 

(高温げめ機能の設定：強义カバーナのみ） 


煎りわのなど、高温び必要な調理の場合に使用して<ださい。（強乂カバーナのみ) 

■強乂カバーナを使用中に、 

"高温げめスイッチ"を長押しずる （3 秒上） 

♦ブヴーび"ピッ"と鳴り、高温炒め表示ランプび点灯します。 

♦強火カバーナの「焦げつさ消乂機能」は作動しません。 


《「高温炒め機能」を取り消ずには、もう一度、 

高温炒めスイッチを押してください。 

♦ブヴーび"ピッ"と鳴り、高温炒め表示ランプび消好します。 
♦強火カバーナの「焦げつさ消火機能」は作動します。 


巧つておいてね 

•高温炒め機能を使用中を、センサーの故障を防止するため、センサー 
の温度びあびりすざると自動的に火力を調節したり、ガスを止めて 
消乂したりすることびあります。（異常過熱防止機能） 

•高温炒め機能を設定したまま消火してを、次回点乂時には高温炒め 
機能は取り消され、通常設定に戻ります。 


尸 A 警告一 

揚げちのなどの 
油調理には、 

高温げめ機能をベ 
使用しない W 




局溫 I がの 
表示ランプ 


3妙押し 
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コンロ/グリルの巧いかた 


グリルを巧ラ前に 


P はじめてほうとき- 

①グリル水入れ皿にコップ1杯（約200ののの水を入れる 

⑥約15 分、空焼きする… 庫内の油を焼ききるためで煙や臭いび出ても異常ではありません。 


■グリルのセツト方法 

•次のよラに焼網の凹凸部をグリル水入れ皿の長穴にセツトしてください。 
* 焼網は表裏で高さび変わります。 

焼物の種類、大ささ、お好みの焼さ加減により使い分けてください。 


焼物を高い位置で焼く場含 焼物を低い位置で焼 < 場合 



* イラストは取っ手を取り外した状態で説明していますび、通常は取っ手を取り付けたままでセツトしてください。 


■グリル水入れ皿の取り出しかた 

中の水がこぼれないようにゆっくりと引き出す 

取りはずすときは、止まるところまで引き、少し持ち上げて引く 

* 最初から持ち上げた状態で引さ出さないでください。 

止まらずに勢いよく出てさてしまいます。 

* 持ち運びするとさは、取っ手部を両手でしっかりと 
持ってください。 

■焼をかたのポイント 




※両手でゆっくり 
持ち運ぶ 


•焼網に食用油を塗っておくと、魚びくっつさにくくなります。 

•お好みにより塩を店^っていただくと、焼さ色び濃くなります。 

•魚のヒレなどこげやすい部分は厚めに塩を店^るかアルミはくで包んでおくとこげかたび 
少なくなります。 


おねがい 

•グリル使用後、グリル水入れ皿や焼網を急に水で冷やさないでください。変形するおそれびあります。 
•冷凍された食材はしっかり解凍してから調理してください。解凍していないと火の通りび悪くなり、 
上手に焼けない場合や、安全機能び働さ、消乂する場合びあります。 
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【ガスを】 


2点义 



①操作つまみをいっぱいに押しながら 
「開」の位置まで回す 


•パチパチと音びして 
点乂します。 

(コン□とグ U ル 
同時に放電） 


( ①いっぱいまで押す 

止 


(③押しなびら回す^ 


⑥手を離しても点乂して 
いることを確認する 



3义力調節 

炎を見なが5 
操作つまみを 
ゆつ<り動かす 


巧し回し点义 IT 



•使用中をとさどさ 
燃焼を確かめて < ださい。 

•弱乂でお使いの時は、立ち消えに 
ご注意ください。 

※コン□使用中、センサー温度び高く 
なると、自動的に強火な弱火を繰り 
返し、なべなどの異常過熱を防止す 
る機能び作動します。 (1 8ページ） 


4消义 


①操作つまみを「止」の位置まで 
戻す 

•消乂を確かめて 
ください。 

⑥ガス栓を閉める 

* 燃焼中、ガス栓を 
操作しての消乂は 
しないで < ださい。 



コン□の使いかた 


準備 


クリルのほいかた 

■心ち息 


グリル庫内（バーナ付近）に 
アルミはくなどのゴミび付着 
していないことを確認ずる 

^点乂不良や思わめ事故の原因になります。 


〇 


①操作つまみが「止」の位置にあることを 
確かめて、ガス撞を全開にする 

低い位置 

⑥焼網をセツトする 


•焼網は表裏で高さび変わります。 
焼物の種類、大ささ、お好みの 
焼さ加減などにより使い分けて 
ください。 




高い位置 


1 ^". H 


⑥グリル水入れ皿にコップ1杯(約200 mfi ) の 
水を入れる 

•続けて使用するとさはそのつど水を足し、脂び飛び散る 
ようなとさは水を入れ替えてください。 

④グリル水入れ皿を奥までしっかりと入れる 

•グ U ル扉び閉まっていることを確認してください。 


2点义 


①操作つまみをいっぱいに押しなが5「亂の位置 
まで回し、手を離しても点乂 
していることを確認する 

•パチノてチと音びして点乂します。 

確実に点火させるため手を離して 
を約7秒間放電し続けます。 

(コン□とグ U ル同時に放電） 


⑥3分ほど予熱をして_ 

から材料をのせる ( p 押しなびら回す 



3义力調節 


炎を見なび5操作つまみをゆつくり動かす 

•裏返した面は前よりも早い時間 2っ巧し回し点义 I ヒ 

で焼さ上びります。 ' 

*乂力の目安は全開（強）ですび、 

お好みにより弱乂にを調整でさま 
す。弱火にした際、炎の見た目の強 
大ささはほとんど変化しません。 


4消义 



①操作つまみを「止」の位置まで戻す 

•消乂を確かめて < ださい。 

⑥ガスをを閉める 

* 燃焼中、ガス栓を操作しての消乂はしないでください。 

③グリル水入皿のお手入れをする 


こ 


備 

準 


位 

の、 

-，てる 

止めす 

_—かに 

が確開 

みを全 

まとを 
つこ检 
作るス 
操ぁガ 
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r を 5 に巧がモード j について (任意機能) 


すべてのコン□の 消し忘れ消火時間-異常過熱防止 
機能作動時間を一括で変更することがでさます。 

ご希望の方はお好みに合わせて選択して<ださい。 


^「さ 5 に安/こ、モード」はお客様び 

任意に設定できる機能でず。 

設定変更を希望されるお客様のみ 
ご利用 < ださい。 

V. _ J 


適応機能 

「さ 5 に劳こ、モード」を 
解除した場を 

(工場出荷時の初期設定） 

「さ 5 に安/こ\モード」に 
設定した場合 

消し忘れ消义機能 にページ） 

参コン□の消し忘れ消乂機能で自動消火するまでの 
時間を変更でさます。 

参すベてのコン□の設定を変更します。 

120 分 

30 分 

異常過熱防止機能 （2,18ページ） 

•コン□の異常過熱防止機能（高温での調理び 
続いた場合、自動消火する機能）び働いた場合、 
自動消火するまでの時間を変更でさます。 

30 分 

1 己分 


1 ガス检を閉じ、ずべての操作つまみが「止」の位置にあることを確かめる 


2 標準コン □ (AA ) の操作つまみを 
押し回して「開」の位置にし、 

ずぐに標準コン□の操作つまみを 
戻し、「止」の位置にずる 

(10 秒経過すると、設定でさずに通常の 
使用状態に戻ります。） 



3高温げめスイッチを長押しずる （3 砂上) 

• 「さらに安/こ\モード」び設定または、解除されます。 
(クの操作から1日秒経過すると、設定変更でさずに 
通常の使用状態に戻ります。） 




「さ 5 にち/ Lx モード」に 
設定した場合 

「さ 5 にち/モード」を 
解除した場合 

メ □ディび流れ、 
おしらせサインび 
/|\ 点灯します。 

... "ピ_ . ピ_…"と己回 

ブヴーび鳴り、おしらせ 
サインび点滅します。 


•5 秒経過するとおしらせサインは消巧し、設定変更び完了します。 
•設定と解除は同じ操作ち法になります。 

•操作後、乾電池を交換してを設定は記憶されています。 



おしらせサイン 




































点検とお手入れ 


么ミ主意 


■機器を水につけたり、水をかけたり 
しない 

不完全燃焼-故障の恐れびあります。 


Q 


■点検-お手入れの際は必ず手袋を 
して行う 

手袋をしないでお手入れ 
すると機器の突起物など 
でけびをすることびあり 
ます。 

おねびい 



■スプレー式の洗剤はスプレーで直接 
洗剤を機器にかけない 

機器内部に洗剤び入ると、部品の作動不良や、 
腐食の原因になり、安全性を損な5可能性び 
あります。使用する場合はスポンジや布に 
含ませてから使用してください。 



•点検とお手入れは、ガス栓を閉め、機器び冷えてから行ってください。 

(機器び冷えるまで時間びかかります。） 

•日常の点検-お手入れは必ず行ってください。 

•故障または破損したと思われる場合は使用しないで<ださい。 

• 「故障かな？と思ったら」を参照していたださ、処置に困る場合はお買い上げの販売店かお近くの当社に 
ご相談ください。お客様自身での修理は絶対にしないでください。 

•安全にお使いいただくために定期的に点検を受けられることをおすすめします。（有償） 


点検のポイン 


* 点検は常時巧って < ださい C 


機器のまわりに 
可燃物等はありませんか？ 

機器のまわりに可燃物や障害物びないようにしてください。 

各 aj 品は正しくセツトされていまずか？ 

バーナキャップ、ごとくなど左ち前後正しくセットされているか確 
認してください。 

ゴム管は正しく接続されていまずか？ 
ちくなつていませんか？ 

赤い線までしっかり差し込み、ゴム管止めで止めて < ださい。ち< 
なるとひび割れしたり、差し込み□びゆるくなります。早めに取り 
替えてください。 

巧れていませんか？ 

煮こぼれやグ U ル使用後などで機器び巧れているとさはお手入れし 
てください。 

ガス臭くありませんか？ 

ガス栓を開け、ゴム管の接続部からガスの臭いびしないことを確か 
めて < ださい。 

乾電池は消耗していませんか？ 

V 

コン□またはグ U ルの操作つまみを押し回してください。 

おしらせサインび点好したとさは新しい乾電池と交換してください。 


お手入れのしか 


•機器や取りはずした部品は落とさないように気を付けてください。けびや故障の原因になります。 
•工具を使用しての分解は絶対にしないでください。次のページのお手入れび必要な所外は絶対に 
分解しないで<ださい。異常作動や発火をしてけびの原因になります。 

•お手入れの後は各部品び正しくセットされているか確認をしてください。 

( 「設置について」13ページ参照） 


おねがい 

♦巧れはそのつどお手入れしてください。そのままにしておくと、巧れび落ちにくくなり早くいたみます。 

煮こぼれをした場合はそのつどお手入れしてください。煮こぼれしたまま放置すると故障の原因になります。 
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点巧とお手入れ 


■お手人れのしかた 


パーナキャップ 



炎がふぞろいになったとさは、 

穴やみぞを歯ブラシやつまようじ 
など先の細いものなどで掃除する 

* 目づまりをすると点火不良や 
不完全燃焼の原因になります。 


♦表側の黒い部分はスポンジなどのやわらかいもので 
台所用中性洗剤を使用して洗ってください。万一、 
黒い部分びはびれてちそのままお使いになれます。 
♦お手入れの後は浮さ-傾さのないようにセツトして 
ください。 


グリル部 （25 ページ参照） 


器具か6取りかせません。 



炎検出部-電極 



巧れや水気が付いたときは 
やわ5かい巧でふき取る 

* 巧れや水気び付いていると 
点火しにくくなります。 炎検出部 

おねがい 

取り付け位置を動かしたり、キズを付けないで 
ください。故障の原因になります。 

先端びとびっています。けびをしないように 
注意してください。 


温度センサー 


電極 


変おしないように温度センサーに片手を添えて 
水気を固くしぼった巧で巧れをふき取る 

* 巧れび付いていると温度センサーの感度び悪く 
なります。 

^温度センサーは 
側面の巧れも 
ふき取って 
<ださい。 




トッププレート 


乾いた巧で巧れをふさ取る 

•巧れの落ちに < いとさは台所用 
中性洗剤でお手入れし、乾いた 
巧で水気を而さ取つて < ださい。 


ごとく、グリル排気□カバー 


台所用中性洗剤で水洗いし、水気をふき取る 

*グ| J ル排気□カバーをはずして、機器内部に落ちた 
野菜くずなどを取り除いてください。 

—巧れが落ちないとき-^ 

熱めのお湯をかけて浸し 
置さし、台所用中性洗剤 
で水洗いしてください。 

それでち巧れび落ちない 
場合は煮洗いしてください。 


煮洗い： 

なべに水を入れ、ごとくなどを沈めて火にかけます。 
沸騰した状態で20分ほど煮詰め、巧れび浮さだし 
たら乂を止めて十分に冷やしたあとスポンジなどで 
水洗いします。 




機器前面-操作部 

巧れたとさは台所用中性 
洗剤を含ませたスポンジ 
や巧でふさ取る 

* 機器内部に洗剤や水気び 
残らないようにしてくだ 
さい。 


S 

0 


台所用 

やわらかい 

やわらかい 

中性洗剤 

スポンジ 

歯ブラシ 

L 

7 

0 

やゎらかぃ布 メラ費宗ミ多—ム 


つ 


シンナー 

ベンジン 


酸性洗剤- 
アルカリ性洗剤 
漂白剤 


みがき粉- 
クレンザー 


贷 0 感 


スポンジ 
硬い面 


ナイ□ン 
たねし 


金属 

たねし 


直接かけて使用しては 
いけないちの 

スプレー式洗剤 



絶対に使用しては 
いけないちの 


可燃性 スプレー 
浸透液 
潤滑剤 




•シンナー-ベンジンや酸性-アルカ U 性 
洗剤などは機器の損傷の原因になります。 
•印刷•塗装面にはみびさ粉、たわしなど 
硬いをのを使用すると表面を傷付ける 
場合びあります。 

•スプレー式洗剤を使用する場合は、直接 
度、さかけるのではな<、スポンジなどに 
含ませてからご使用ください。 


適さないちの 


て 

• 0 

具に 

道巧 

の洗 

れる 

入ず 

手。 

おほ 


を 

剤 

洗 

tt 

か 

用 

所。 

台い 

はさ 

にだ 

れ< 

入い 

手使 

おお 


3、をさ 

使し剤適 

てさ洗。に 

めぶやい用。 

薄水気さ使す 

をず水だ、ま 

剤必、くはり 

洗はりてにあ 

性に取しれび 

中後さに入剤 

用最^3ラ手洗 

所のでよおや 

台れ布いの具 

は入たな□道 

剤手いさンい 

洗お乾残 n な 
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点巧とお手入れ 



グリル水入れ皿、巧網 


お使いのたびに台所用中性洗剤で水洗いし、水気をふき取る 

*グ u ル水入れ皿は巧れたままお使いになると、こびりついた 
脂巧れび発火するおそれびあります。 

♦グ U ル水入れ皿とグ U ル扉は取りはずしてお手入れでさます。 

(グ IJ ル扉の「取りはずしかた」「取り付けかた」を参照ください。） 


おねびい 

使用直後、グ IJ ル水入れ皿や焼網を急に水で冷やさないでください。変形するおそれびあります。 




2已 






























K 電池の交換について 


使用時におし5せサインび点なしたときは、乾電池び消耗していまずので、新しいアルカリ乾電池 
(単1お1.日 V 2個）と交換してください。（「設置について乾電池の交換方法」15ページ参照) 
交換せずにそのままにしておくと使えなくなりまず。 


♦乾電池び消耗して<ると安全装置び作動しなくなるので、操作つまみを回し 
たとさ点火していても、安全のため、手を離すと消乂するよラになります D 
操作つまみを「開」の位置で保持し続ければ点火していますび故障の原因と 
なりますのでおやめ < ださい。 

•乾電池びすっかり消耗したとさは、おしらせサインの点好はしません。 

K 障かな？と思った6 


おしらせサイン 
点丹 

、人/ 

乾電池が消耗 



故障かな？と思ったら、次のことをお調べください。次の現象に当てはまらないとさ、また処置をしてち 
なお異常びあるとさは、お買い上げの販売店かおお<の当社までご連絡<ださい。 


現象 

原 因 

処置方法 

参照 

ぺージ 


ガス栓の開さ不十分 

ガス栓を全開にする 

20 


乾電池び消耗している 

新しい乾電池と交換する 

15/26 


乾電池または電池ケースの取り付けび悪い 

正しくセツトする 

1 已 


ゴム管の折れ曲びり、つぶれ 

ゴム管の折れ®びりを直す 

5/14 


ゴム管の接続不十分 

ゴム管を確実に接続する 

5/14 


バーナ炎□の水滴や巧れによる目づまり 

ノ くーナキ ヤツ プのお手入れをする 

9/23 

点乂しない 

バーナキャップのセット不良 

正しくセツトする 

16 

ごとくのセット不良 

正しくセツトする 

16 

点乂しにくい 

ゴム管内に空気び残っている 

点乂操作を繰り返す 

10 

使用中に消乂する 

点火操作び不適切 

操作つまみをいっぱいに押しなびら「開」 

の位置まで回す 

20 

炎検出部 • 電極び水めれしたり巧れている 

炎検出部-電極のお手入れをする 

23 


グ U ル庫内にアルミはく等の□ミび付着している 

付着しているゴ S を取り除く 

- 


アル S はく製のしる受け皿を使っている 

アル S はく製のしる受け皿を使わない 

4 


LP ガス使用の場合、 LP ガスびなくなりかけている 

ボンベを交換する 

- 


温度センサーとなべ底び正し<接触していない 

温度センサーとなべ底を正し <接触 
させる 

11/17 


安全装置び作動した 

安全装置び作動したとさの処置ち 
法を参照する 

28 

おし 5 せサイン \シ 
び点口する 

乾電池び消耗している 

新しい乾電池と交換する 

15/26 

おし 5 せサインみ 
び点滅する ..を 

安全装置び作動した 

安全装置び作動したとさの処置ち法を 
参照する(サインは]己分間点滅） 

28 

黄色の炎で燃える 

ノ くーナ炎□の水滴や巧れによる目づまり 

ノ くーナキ ヤツ プのお手入れをする 

9/23 

炎び安定しない 
異常な音をたてて 

バーナキャップのセット不良 

正しくセツトする 

16 

燃える 

ごとくのセット不良 

正しくセツトする 

16 

ガスのいやな臭いが 
ずる 

ゴム管の接続不十分 

ゴム管を確実に接続する 

5/14 

ゴム管のひび割れ、穴あさ 

新しいゴム管と交換する 

5/14 


バーナキャップのセット不良 

正しくセツトする 

16 
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が障かな？と思った 6 

次のような場合は故障ではありません。 


故障ではない場合 


点乂•消乂のときに「ボッ」という音びする 

点火時、消乂時に「ボッ」という音びする場合びありますび、異常 
ではありません。 

使用中「シャー」という音がずる 

燃焼中のガスの通過音です。異常ではありません。 

※万びーガス臭い場合は、使用を停止してください。 

コン□を使用中「カチッ」という音がずる 

乂力を調節するとさの機器の音で、異常ではありません。 

グリル使用時にコン□を使用ずると、炎の 
色が変わる 

グ U ル使用時にコン□を使用すると、焼物の塩分などび燃えて炎の 
色び変わることびありますび異常ではありません。 

使用中、弱乂になる/乂力が変化する 
コン□を使用中、強乂弱乂をくり返す 

なべなどの異常過熱を防止する機能び働いたためで、異常ではあり 
ません。 （18 ページ参照） 

再点乂してもずぐ弱乂になる 

なべの異常過熱を防止する機能び働いたためで、異常ではありませ 
ん。しばらく待ってから再点火してください。 （18 ページ参照） 

グリル扉がはずれた 

お手入れのために、グ U ル扉は取りはずせるようになっています。 

(取り付けかた「点検とお手入れ」2日ページ参照） 


よ < あるご質な 


Q :調理中に勝手に 

火力がルさくなったり、 
大きくなったりする 


が鬟 


Q :点乂操作をしてち 
火がつかない 
または、手を離すと 
消火する 

電池ケースの上にある 
「おしらせサイン」が 
点な；松している 



A :なべなどの異常過熱を防止する機能がはたらいたためで、 
故障ではありません。 (1 8ページ） 

なべの溫度が安全な温度まで下がると再び強火 
(もとの火力）に戻ります。 




強乂 


弱乂 


強乂 


《この状態び30分上続いた場合、または弱乂状態でわさらに 
高い温度になった場合は自動消火します。 


A :乾電池が消耗しています。 （26 ページ） 
乾電池を交換してください。 （1 已ページ) 
乾電池の交換の目安は約1年です。 



みがつかな<なったとさは 
「おしらせサイン」を確認 
してください。 


おしらせ 
サイン 
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■巧を装置について 

次のよ5な安全装置び付いています。 
安全装置び作動するとブヴー（ピー少） 
でお知らせします。 

下記現象外でブヴーび鳴った場合は、 
使用を中止しガス栓を閉じた後、お買い 
上げの販売店またはおお<の当社まで、 
点検-修理を依頼してください。 



安全装置 

おし!5せ 
サイン 

部位 

機能説明 

処置方法（消乂に気付いたときは…） 

立消え 
安全装置 

/ 

コン □ 

グ U ル 

風や煮こぼれなどで炎び 
消えたとさに自動的に 
ガスを止めます。 

すぐに操作つまみを戻して消乂状態にしてく 
ださい。 炎び消えてからガスび止まるまでし 
ばらく時間びかかります。再点火するとさは 
周囲にガスびなくなるのを待ってください。 

天ぷら油 
過熱防止機能 

•••ミ... 

••• ••• 

2 回点滅 

コン □ 

調理油び過熱による発火を 
する前に自動消火します。 

ずぐに操作つまみを戻して消乂状態にしてく 
ださい。 再点乂する場合は、少し時間をおい 
てから（油の温度び適温になるまでそのまま 
お待ちいただいた後）点乂操作して<ださい。 

* おしらせサインの点滅は約]日分後、または 
再度点火操作したとさに止まります。 

/なべや調理によっては途中で消火する^ 

1 場合びお 0 ます。 1 

焦げつさ 
消火機能 

•• ミ •• 

2 回点滅 

コン □ 

煮物等の調理中になべ底び 
焦げつさ始めたら、自動 
消乂します。 

※高温炒め機能設定時は除く 

ずぐに操作つまみを戻して消乂状態にしてく 
ださい。 再点火時は更に焦げつさやす<なり 
ますので、よラすを見ながら調理してください。 

* おしらせサインの点滅は約]日分後、または 
再度点火操作したとさに止まります。 

/なべや調理によっては途中で消火する^ 

1 場合びお 0 ます。 1 

消し忘れ 
消火機能 

•••ミ... 

• • • (•) • • • 

1 回点滅 

コン □ 

グ U ル 

万一の消し忘れのために、 

点乂後、コン□は約] 20 分、 

グ U ルは約 22 分経過すると 
自動消火します。また高温 
状態で温度変化のないとさ 
(使用中、強火な弱火を繰り 
返しているとさ)は約 30 分 
経過すると自動消火します。 

※時間に関してはそれぞれ 
「さらに安/こ \ モード」 （21 
ページ)で変更している 
場合があります。 

すぐに操作つまみを戻して消乂状態にしてく 
ださい。 グ U ルを連続して使うとさは、一旦 
消火して、グ U ル水入れ皿に水を追加し、 
しばらく待ってから再度点火してください。 

* おしらせサインの点滅は約]日分後、 

または操作つまみを戻して消火状態に 
したとさに止まります。 


※操作つまみの戻し忘れのお知!5せについて 

安全装置び働さ自動消火した場合は、操作つまみを「止」の位置に戻し、消火操作をしてください。 
そのまま操作つまみを戻し忘れると、 1 分毎に"ピー-ピー-ピー"と 3 回ブヴーび鳴りお知らせします。 
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保管と アフターサービス 

^ 保管(長期間ほわないとを） 

①ガス检を閉め、ゴム管をはずず 

⑥ ごみ-ほこりび入 5 ないようにビニールやテープ等でゴム管□をふさぐ 

③ 巧れを取り除く （ 「点検とお手入れ」 22 ページ参照） 

④ 乾電池を取りはずず 

⑥箱またはビニール袋等に入れて、湿気やほこりの少ないところに保管する 

I ア フターサー ビスにごいて 

■点検 • 修理を依頼されるとき 


「故障かな？と思ったら」を見てもう一度確認していただき、それでも 
直らないとさは、お買い上げの販売店かパ □マ サービスコールセン 
ターまで ご連絡ください。パ □マ サービスコールセンターは24時間 
受付いたしますので、ご利用ください。 

なお、アフターサービスをお申しつけのときはち記の内容を 
お知 5 せ <ださい。 


修理についての 
お問い合わせは 

パ □マサービスコールセンター 

0120 -193-860 

受付時間： 24 時間修理受付 

商品について不明な点はパ□マお客様相談室までご連絡<ださい。 

商品についての 
お問い合わせは 

パ □マ お客様相談室 

052-824-5 14已 

受付時間：平曰 8 : 30-18 : 00 
(± •曰•祝日•弊社指定定休日を除く） 

干 467-858 日名ち屋市瑞穂区桃園町6番23号 


お近 < の下記サービスセンターでのお問い合わせを受付しております。 

【各地区のサービスセンター】受付時間：平日 9 : 00 〜 18 : 30 仕•曰•祝日-弊社指定定休日を除く） 


ご相談窓 □ 

住所 

TEL 

FAX 

:!ヒ海道サービスセンター 
東 j ヒサービスセンター 
首者15圍サービスセンター 
中曰本サービスセンター 
近畿サービスセンター 
中四国サービスセンター 
九州ヴービスセンター 

TO 01-0033 札幌市：!ヒ区：!ヒ 3 3 条西 7 T 目]-] 

T 983-0041 仙台市宮城野区南目館 20-] 0 
干 114-001 已東京都北区中里 3- 1 ]-9 大平中里ビル 2 階 
干 467-8 巳 8 己名ち屋市瑞穂区桃園町目一 2 3 
〒己巳 日-日日13 大阪市西区新町 3-13-2 日 パ □マアワヴ ビル 2 階 
干 732-日8日4 広島市南区西蟹屋 3 T 目 8 - ] 2 
干 812-日日16 福岡市博多区博多駅南 2 - 9 - ] 3 

01 1-726-2822 
022-239-1848 
03-6858-8600 
05 S -824-5 T 0] 
06-6534-6751 
082- S 62-834] 
09 S -47 S -09 S 4 

01 1-736-7374 
022-238-0838 
03-68 己 8-860] 
05^-824-5385 
06-6 己 34-6755 
08 S -263-2400 
092-471-8400 


* 住所-電話番号などは変更することびありますのであらかじめご了承願います。 


■ガスの種類が変わるとき 

ご贈答、転居等によりガスの種類び変わるときは、ガス器具の調整び必要となりますので、お買い上げの 
販売店かお近くの当社までご連絡ください。この場合、費用は保証期間中でち有償となります。 


■補修用性能部品の保有期間について 

補修用性能部品は当製品製造打ち切り後、5年間保有しております。 


1 . ご住所•ご氏名•電話番号 

2 . 現象(でさるだけ詳しく） 

3. 品名 • 器具名(銘板表示のちの） 

4. ご購入日•ガス種 

5. 道順•目標 

心^ 
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■別売部品のごあんない 


次のよラな別売部品を用意しております。下記は代表例です。 
防熱板は r 設置について」を見て、取り付けかたを確認して 
<ださい。 

詳細はお買い上げの販売店かお近<の当社までおたずね 
<ださい。 



ちり受け皿 

下に落ちたちりの 
処理び簡単にでさます。 


バックガード 

ちりび後部へ 
落ちるのを防 
ざます。 

防熱板 C 


^取り出しフ オーク 

魚などび身くずれすること 
なく簡単に取り出せます。 


パ□マ専用クリーナ 

ごとくなどの頑固な巧れを 
落とすのに使用します。 


部品名 

希望ル売価格 
(税込） 

部品名 

希望小売価格 
(税込） 

防熱板 A 

¥3,990 

ちり受け皿 

¥840 

防熱板目 

¥3,67已 

取り出しフオーク 

¥368 

防熱板 C 

¥2,41己 

パ□マ専用クリーナ 

¥1，260 

バックガード目 (56 cm ガステーブル用） 

¥2,940 

ねずみガード D 

¥8,190 


※ねずみガードを取り付けると、バックガードとちり受け皿はご利用でさません。 
※価格については変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 


■お客様にて取り替え可能な消耗部品のごあんない 

パーナキャップ、ごとく等び長年のご使用でいたんだ場合にはお買い求めくださし^。 


部品名 

希望小売価格 
(税込） 

部品名 

希望小売価格 
(税込） 

ごと< 

¥73己 

グリル排気□カバー 

¥31已 

バーナキャップ(強乂カコン□用） 

¥94己 

焼網 

¥945 

ノ（ーナキャップ(標準]ン□用） 

¥94己 

グリル受け皿 

¥630 


※価格については変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 


■お客様にて取り替え可能な消耗部品-別売部品のご購入について 

お客様にて取り替え可能な消耗部品-別売部品のご購入は、お買い上げの販売店かお近くの当社サービスセン 
ター、または当社ホームページ内公式部品販売サイト「ノく□マ+プラス」 ( http :// www . palQma - plus . ip /) にて 
お買い求め < ださい。お買い求めの際は、必ず銘板の器具名をお知らせ < ださい。 


パ□マの部品販売サイト 

パ□マグラス 




パ□マ製品の消耗部品-別売部品をインターネット販売サイトよりご購入いただけます。 

http://www.paloma-plus.jp/ 
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仕様 


◎本仕様は改良のためお知らせせずに変更することわあります。 


品 名 

PA-69B-R - PA-69B-L 

器具名 

PA-69B-R - PA-69B-L 

型式名 

E1-4-10 

種 類 

ガスグ U ル付こんろ 

点乂方式 

連続放電点火 

外お寸法(機器最大） 

高さ 2] 8X 巾畐己己 8X 奥 t3447mm 

質量 (本体） 

9.8kg 

ガス接続 

¢9 .日 mm ガス用ゴム管 

安全装置 

立消え安全装置-焦げつさ消火機能*消し忘れ消火機能- 
調理油過熱防止装置(天ぷら油過熱防止機能） • グ IJ ル排気□遮炎装置 

付属部品 

乾電池単]形]. 5V に個）-取扱説明書-保証書 


使用ガス 
ガスグループ 

ガス消 費量 kW 

標準バーナ 

強乂カバーナ 

グリル 

全点乂時 

都市ガス用 

12 A 

2.75 

3.93 

1 .41 

7.64 

13 A 

2.95 

4.20 

1.51 

8.20 

LP ガス用 

2.95 

4.20 

1.51 

8.10 


■外お寸法図禅位: mm ) 

已已8 


に^^ つ飞 





387098巨0000 


S 3.12. ◎ H 38 70986 















































































































